
 
平成 18 年 10 月 12 日 

 各    位 
会 社 名  ネクストコム株式会社 

代 表 者

の 役 職 氏 名  
代表取締役社長  山本  茂 

（コード番号：２６６５ 東証第二部）

問 合 せ 先
 

取締役常務執行役員管理本部長 

              佐野 秋生 

電 話 番 号  （０３） ５２５９-６１１１ 

 
特別損益の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ

 

当社は、下記の事由により特別損益を計上いたしますとともに、平成 18 年５月 11 日にお知らせいたしまし

た平成 19 年３月期の中間期及び通期の連結・個別決算の業績予想につき、以下のとおり修正いたします。 
 

記 

１．特別損益の発生及びその内容 

①特別利益 

平成 16 年 12 月の３社合併に伴い、厚生年金基金統合に伴う脱退一時金予想額を計上しておりました

が、平成 18 年９月末付で基金の統合をしたことにより脱退一時金の支払が完了した結果、予想額との差

額として 2 億 51 百万円の特別利益を計上致しました。 

 

②特別損失 

平成 18 年 10 月６日付でお知らせしました「訴訟の判決について」に記載のとおり、会計上保守的に考

え監査法人とも協議した結果、当判決に基づく将来発生し得る損失金額５億７百万円と当該賠償金に対

する遅延損害金１億 63 百万円を相殺した金額３億 44 百万円を、特別損失として計上致します。 

 

２．業績予想の修正 

  （1）連結業績予想の修正 

中間期 （平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日）                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

公 表 予 想 値 （A） 18,700 335 186

今回修正予想 （B） 18,388 633 315

増 減 額 （B-A） △312 298 129

増 減 率 △1.7％ 89.0％ 69.4％

（参 考 ）前 期 実 績 20,151 1,340 763

 

通 期 （平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

公 表 予 想 値 （A） 46,800 2,395 1,392

今回修正予想 （B） 46,800 2,395 1,392

増 減 額 （B-A） － － －

増 減 率 － － －

（参 考 ）前 期 実 績 44,329 3,120 1,660
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  （2）個別業績予想の修正 

中間期 （平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日）                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

公 表 予 想 値 （A） 18,700 200 107

今回修正予想 （B） 18,385 459 218

増 減 額 （B-A） △315 259 111

増 減 率 △1.7％ 129.5％ 103.7％

（参 考 ）前 期 実 績 20,150 1,141 650

 

通 期 （平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

公 表 予 想 値 （A） 46,800 2,030 1,180

今回修正予想 （B） 46,800 2,030 1,180

増 減 額 （B-A） － － －

増 減 率 － － －

（参 考 ）前 期 実 績 44,325 2,724 1,428

 
３．修正の理由 

【中間期の個別業績予想】 

売上高は、期初計画値を概ね達成する見込みで、利益に就いては、保守･インストール･コン

サルティング等のサービス売上比率の向上、並びにデータ系ビジネスを中心とする採算性の

向上が寄与し、売上総利益が大幅に増加した結果、経常利益は期初計画値を２億 59 百万円上

回る４億 59 百万円となる見込みです。 

個別の当期純利益は、前掲１の特別損益の計上により、期初計画値を１億 11 百万円上回る 

２億 18 百万円に留まる見込みです。 

【中間期の連結業績予想】 

子会社アダムネットテクノサービス株式会社において若干の利益増加が見込まれることから、

経常利益は期初計画値を２億 98 百万円上回る６億 33 百万円、連結の当期純利益は計画値を

１億 29 百万円上回る３億 15 百万円となる見込みです。 

【通期の連結及び個別業績予想】 

期初計画値より変更は有りません。 

 

以  上 

 
ご注意： 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、

今後のさまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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